
 
 

                                      

     
 
 
 

                                  

                                    

提
出
五
市
民
団
体 

 

◇
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
（
青
森
） 

◇
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

（
青
森
） 

◇
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会

（
岩
手
） 

◇
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守

る
岩
手
の
会
（
岩
手
） 

◇
三
陸
・
宮
城
の
海
を
放
射
能
か

ら
守
る
仙
台
の
会
（
宮
城
） 

  

「高
レ
ベ
ル
廃
液
の
環
境
放

出
事
故
防
止
に
関
わ
る
質

問
状
」 

の
要
旨 

私
た
ち
は
環
境
へ
の
放
射

能
放
出
に
つ
い
て
心
を
痛
め

て
い
る
。
六
月
に
は
「
六
ヶ

所
工
場
直
下
に
活
断
層
説
」

が
学
会
で
発
表
さ
れ
た
が
、

再
処
理
工
場
を
一
旦
休
止
し
、

論
議
を
尽
く
し
て
操
業
の
是

非
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
六
ヶ
所
工
場
に
は
大
量

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が

保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
危

険
な
廃
液
が
環
境
に
漏
れ
出

せ
ば
青
森
県
民
や
近
県
住
民

は
緊
急
避
難
を
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
事
態
も
あ
り
得
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

で
は
青
森
県
の
面
積
以
上
の

広
大
な
地
域
が
、
住
民
が
二

度
と
戻
れ
な
い
危
険
な
地
域

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。 

六
月
一
四
日
岩
手
宮
城
内

陸
地
震
、
七
月
二
四
日
の
岩

手
北
部
地
震
は
想
定
外
の
場

所
に
発
生
し
た
と
い
う
。
六

ヶ
所
工
場
直
下
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、「
絶
対
に
放
射
能

の
環
境
放
出
は
な
い
」
と
確

約
出
来
る
か
を
確
認
し
た
い
。 

主
な
質
問
事
項 

Ａ 

廃
液
放
出
事
故
対
策 

○
現
在
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
は
何
立
方
㍍
あ
る
の
か
○

廃
液
沸
騰
や
水
素
爆
発
防
止

へ
の
電
源
確
保
な
ど
の
対
策
。

○
各
種
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

貯
蔵
状
況
と
対
策
○
有
機
溶

剤
や
油
脂
の
火
災
爆
発
対
策 

Ｂ 

直
下
型
地
震
へ
の
対
策 

○
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
対
策

は
あ
る
の
か
○
火
災
、
配

管
・
プ
ー
ル
な
ど
の
損
傷
、

漏
え
い
、
建
物
の
ゆ
が
み
対

策
、
○
電
源
喪
失
、
通
信
不

能
、
遠
隔
操
作
不
能
へ
の
対

策
、
○
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
内
容
○
廃
液
の
漏

え
い
事
故
の
評
価
例
○
ガ
ラ

ス
固
化
技
術
確
立
ま
で
の
燃

料
棒
剪
断
中
止 

Ｃ 

「
直
下
活
断
層
」
問
題
へ

の
対
応 

○
変
動
地
形
学
な
ど
の
「
新

知
見
」
に
つ
い
て
学
者
と
の

対
話
の
意
志
○
「
沿
岸
版
チ

ラ
シ
」
の
「
想
定
三
陸
沖
地

震
」
で
の
安
全
確
認
の
根
拠

○
核
災
害
に
つ
い
て
の
「
企

業
モ
ラ
ル
」
○
活
断
層
と
わ

か
っ
た
場
合
の
「
閉
鎖
の
方

向
」
判
断 

三陸の海を放射能から守る                       天恵の海を守ろう！ 
岩手の会                                200８（平成２０）年      

   郵便振替  02240-5-102650                 ７月 ２９日 
《岩手の環境／ＲＩ廃棄物／再処理》                            第５７号   
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                           

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          

六ヶ所再処理工場 推定約２１０㌔㍑の高レベル廃液が保管されている 

青
森
・
岩
手
・
宮
城
の
五

市
民
団
体
は
、
七
月
三
一

日
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
日

本
原
燃
に
出
向
き
、
「
高
レ

ベ
ル
廃
液
の
環
境
放
出
事

故
防
止
に
関
わ
る
質
問
状
」

を
提
出
し
ま
す
。 

 

質
問
状
で
は
、
『
高
レ
ベ
ル

廃
液
が
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の

に
、
ガ
ラ
ス
固
化
も
出
来
な

い
』
と
い
う
深
刻
な
事
態
に

つ
い
て
、
当
事
者
の
日
本
原

燃
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
ち
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
質

し
ま
す
。
現
状
の
正
確
な
公

開
と
、
事
故
防
止
・安
全
対

策
の
た
め
の
、
具
体
的
な
方

策
な
ど
納
得
で
き
る
回
答
を

必
要
と
し
ま
す
。 

 

賛
同
団
体
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
が
、
七
月
二
七
日
現

在
、
二
〇
団
体
が
名
を
連
ね

ま
し
た
。 

 
 



                                       

                                       

         

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は 

大
変
危
険 

  

「
再
処
理
工
場
」
は
使
用

済
み
核
燃
料
を
剪
断
、
溶
解

し
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン

を
取
り
出
す
工
場
で
す
が
、

そ
の
後
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
」
が
残
り
ま
す
。
こ
れ 

は
い
わ
ゆ
る
「
死
の
灰
」
で 

 
 
 
 

大
変
危
険
な
も
の
で
す
。
放

射
能
が
強
く
人
が
そ
ば
に
寄

れ
ず
、
高
熱
を
発
し
、
強
い

放
射
線
で
水
素
が
発
生
し
ま

す
。
絶
え
ず
冷
却
し
水
素
の 

 
 

排
気
を
行
う

必

要

が

あ 
 
 
 
 

り
ま
す
。
液

体
の
ま
ま
で

は
運
ぶ
こ
と

も
出
来
ず
大

変
危
険
で
す
。 

 
 

そ
こ
で
、

こ
の
廃
液
を

ガ
ラ
ス
に
混

ぜ
て
、
固
形

化
し
「
安
全
」

に
し
よ
う
と

す

る

の

が

「
ガ
ラ
ス
固 

化
工
程
」
で
す
。 

「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
は
六

ヶ
所
工
場
の
場
合
、
大
き
さ

が
直
径
四
〇
セ
ン
チ
、
高
さ

一
三
四
セ
ン
チ
の
ス
テ
ン
レ

ス
の
容
器
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。 

放
射
性
廃
液
と
ビ
ー
ズ
状

の
ガ
ラ
ス
を
高
温
で
溶
か
し

混
ぜ
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。 

実
は
こ
の
工
程
が
大
変
難
し

く
昨
年
一
二
月
以
来
止
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
は
人
の
近

づ
け
な
い
「セ
ル
」の
中 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

ガ
ラ
ス
固
化
炉
は
、
体
育
館

の
よ
う
な
と
て
も
大
き
な
建

屋
の
中
に
二
メ
ー
ト
ル
も
の

厚
さ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
仕

切
ら
れ
た
「
セ
ル
」（
小
部
屋
）

の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
遠
隔
操
作
で
す
。
セ
ル

内
部
の
写
真
は
公
表
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
東
海

再
処
理
工
場
が
運
転
を
始
め

る
前
に
裁
判
の
検
証
で
セ
ル

内
部
へ
入
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
パ
イ
プ

や
ケ
ー
ブ
ル
が
複
雑
に
交
錯

し
「
お
化
け
」
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
。（
左
上
写

真
）
六
ヶ
所
工
場
は
約
三
倍

の
規
模
と
な
り
ま
す
。 

 

流
下
の
出
口
は
加
熱
・冷
却

で
開
閉
す
る 

 

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
は
、
電
気

抵
抗
を
利
用
し
た
加
熱
方
式

で
摂
氏
一
一
〇
〇
〜
一
二
〇

〇
度
と
い
う
半
端
じ
ゃ
な
い 

高
温
に
し
、
ガ
ラ
ス
と
廃
液

を
混
ぜ
ま
す
。
混
ぜ
た
も
の

は
、
左
図
の
よ
う
に
炉
の
下

部
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
キ
ャ

ニ
ス
タ
ー
を
置
い
て
、
流
下

さ
せ
入
れ
ま
す
。 

 

こ
の
流
下
の
開
閉
は
「
バ

ル
ブ
」
な
ど
は
使
え
ま
せ
ん
。

高
熱
と
放
射
線
で
す
ぐ
壊
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
炉
の
底
の

ノ
ズ
ル
部
分
を
強
制
冷
却
し

て
ガ
ラ
ス
を
固
め
て
「
フ
ン

詰
ま
り
」
に
し
て
止
め
ま
す
。 

開
け
る
時
は
加
熱
し
ま
す
。 

 

し
か
し
白
金
族
元
素
が
沈
殿
、 

温
度
が
上
が
ら
な
い 

こ
れ
ら
が
正
確
に
、
ス
ム

ー
ズ
に
や
れ
る
か
を
試
し
て

い
る
の
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
」
で
す
。
実
は
、
死
の
灰

に
は
い
ろ
い
ろ
な
金
属
が
溶 

け
こ
ん
で
い
る
の
で
す
が
、 

プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
白
金
族
の

金
属
が
溶
け
こ
ん
で
お
り
こ

れ
が
沈
殿
す
る
と
そ
こ
が
電

気
を
通
し
て
し
ま
い
温
度
が

う
ま
く
上
が
り
ま
せ
ん
。 

大
地
震
が
来
た
ら 

ど
う
な
る 

 

再
処
理
工
場
は
配
管
や
電

線
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
地

震
に
弱
い
施
設
で
す
。
高
レ

ベ
ル
廃
液
が
た
く
さ
ん
溜
ま

っ
て
い
て
、
例
え
ば
「
仮
り

置
き
場
」
に
置
か
れ
て
い
る

ガ
ラ
ス
固
化
体
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
地
震
が
来
た
ら

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
？ 

作
業
中
の
地
震
の
安
全
対
策

な
ど
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

六
ヶ
所
工
場
は
四
苦
八
苦

の
状
態
で
す
が
、
こ
ん
な
危

険
な
も
の
を
止
め
て
困
る
国

民
は
先
ず
あ
り
ま
せ
ん
。 

地
震
が
来
な
い
う
ち
に
、
稼

働
を
休
止
し
て
安
全
を
図
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

原子力資料 
情報室 

澤井正子氏 

六
月
一
六
日
、
岩
手
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「六
ヶ
所
工

場
直
下
に
活
断
層
」説
の
渡
辺
満
久
教
授
の
講
演
会
に
お
い

て
、
原
子
力
資
料
情
報
室
の
澤
井
正
子
さ
ん
は
「六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
現
状
」と
題
す
る
関
連
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
「ガ
ラ

ス
溶
融
炉
の
写
真
」や
「炉
内
温
度
グ
ラ
フ
」の
資
料
映
写
を
行

い
、
固
化
技
術
の
見
通
し
も
立
た
な
い
ま
ま
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
を
溜
め
続
け
て
い
る
六
ヶ
所
工
場
は
、
地
震
に
対
し
て

極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
（
ま
と
め
・
尚
） 

＊
講
演
記
録
は
、
岩
手
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場 

稼
働
休
止
を
求
め
る

声
明 

 
 

岩
手
県
保
険
医
協
会 

 

七
月
二
三
日
岩
手
県

保
険
医
協
会
（
箱
石
勝
見

会
長
）
は
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
稼
働
は
、
三
陸

海
産
物
へ
の
影
響
、
英
仏

処
理
場
付
近
の
小
児
白

血
病
の
増
加
、
耐
震
性
へ

の
懸
念
か
ら
、
稼
働
の
休

止
を
求
め
る
と
い
う
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。 

ガラス固化体 


